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【児童学部 児童学科】 

1 -------------------------------------------------------------------- 

１、 書  名  『暴力は絶対だめ！』                    

２、 著 者 名  アストリッド・リンドグレーン                

３、 出版社名  岩波書店 

４、 請求記号  367.3/L63（資料 ID13618836） 

５、 推薦コメント  

 
数十年前、子どもを鞭で教育することは「常識」でした。戦後、平和につい

てのスピーチを頼まれたとき、『長くつ下のピッピ』の作者リンドグレーンは、

世界の平和は、子どもに暴力をふるわないことから始まると主張し、大きな波

紋を呼びました。この本は、そのスピーチを記したものです。子どもの権利条

約にもつながるスピーチを読んでみませんか？表紙は、リンドグレーン賞を受

賞した新井良二。 
 

2 -------------------------------------------------------------------- 

１、 書    名  『メディアにむしばまれる子どもたち』                  

２、 著 者 名  田澤雄作                

３、 出版社名  教文館 

４、 請求記号  376.11/Ta99（資料 ID13538069） 

５、 推薦コメント  

 
笑顔のない子ども、大人になれない子どもが増えているのは何故でしょう？

子どもたちの育ちに、どんな変化が起きているのでしょう？小児科医の立場か

ら、子どもたちの慢性疲労の原因に迫ります。子どもに関わる仕事を志す人に、

今読んでほしい本です。 
 

3 -------------------------------------------------------------------- 

１、 書    名  『精霊の守り人』シリーズ                  

２、 著 者 名  上橋菜穂子                

３、 出版社名  講談社 

４、 請求記号  913.6/U36（資料 ID12484992） 

 

１、 書    名  『獣の奏者』シリーズ                    

２、 著 者 名  上橋菜穂子                
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３、 出版社名  講談社 

４、 請求記号  BK（資料 ID03276465） 

５、 推薦コメント  

 
夏休みに、日本を代表するファンタジー作品を読んでみませんか？文化人類

学の知識を基にした壮大なファンタジーは、世界的に評価されており、2014 年、

国際アンデルセン賞が贈られました。アニメで知っている人も、この機会に原

作を手に取ってみては！ 
 
4 -------------------------------------------------------------------- 

１、 書    名  『眠る杯』                    

２、 著 者 名  向田邦子               

３、 出版社名  講談社 

４、 請求記号  BK（資料 ID13149453） 

５、 推薦コメント  

 
 中学校の国語教科書に「字のない葉書」というこのエッセイが掲載されてい

る。これは、まだ字の書けない末の妹が学童疎開する時、父が、おびただしい

はがきに几帳面な筆で自分の宛名を書き、「元気な日は○を書いて、ポストに入

れなさい」と末の妹に持たせる話である。何よりも娘を思う父の並々ならぬ愛

情があふれ出ている。このように人生の喜びや悲しみのエッセンスが詰まって

おり、向田の鮮やかな感性に触れることができる珠玉の本である。 
 
5 -------------------------------------------------------------------- 

１、 書    名  『幼児期』                    

２、 著 者 名  岡本夏木              

３、 出版社名  岩波書店（岩波新書） 

４、 請求記号  ＳＮ（資料 ID02684322） 

５、 推薦コメント  

 

 「早くしなさい」そう親に急かされ、道を急ぐ幼児の姿を見ることがある。

今、効率を求めるおとな社会の圧力は幼児期にも押し寄せている。幼児期に時

間をかけて育まれるべき力があるにも関わらず…。発達心理学者である著者は

この現状を「幼児期の空洞化」と呼び、警鐘を鳴らしている。親として、保育

者としてこれから子どもと関わるすべての人へ、幼児期に育まれる力を、重要

性を、この夏改めて考えてみませんか？ 


